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新型コロナウイルス感染症経済対策 第 12 弾
W I T H  C O R O N A  /  A F T E R 

CO RO N A WIT H  CO RO N A 

/  A F T E R  C O R O N A  W I T H 

CORONA / AFTER CORONA 

W I T H  C O R O N A  /  A F T E R 拡充版

●�生活者や事業者への経済対策支援を1日でも早く届けるため、しっかり迅
速に対応されていると評価している。今後も、物価高騰等への経済対策な
どの実施に向けて鋭意取り組まれるよう求める。

指摘・要望

６件

予算

10件
条例

8件
事件議決

９月９月
定例会定例会

2022年
9/5～10/6

上程された議案

定例会最終日、補正予算議案が追加上程され、全会一致で可決しました

　これまで市では、令和３年度補正予算と令和４
年度当初予算において経済対策第11弾、第12弾と
一体的に取り組んできましたが、さらに本市独自
の追加対策の検討が進められ、７月25日、生活者
支援や事業者支援を柱とする山口市新型コロナウ
イルス感染症経済対策第12弾の「拡充版」（総額
約17億円）を取りまとめ、公表しました。　
　今定例会において関係議案を承認し、これによ
り第12弾全体の予算総額は約41億6,000万円とな
りました。

16件
決算認定

４件

諮問

暮
ら
し
と

　
地
域
経
済
を

支
え
る

経済対策第 12弾
市公式

ウェブサイト

生活者支援（抜粋）
●子育て世帯生活応援商品券の配布●子育て世帯生活応援商品券の配布　　　　　　 　　　　　　   【４億2,500万円】【４億2,500万円】
　子育て世帯の家計を応援するため、高校生以下の子どものいる世
帯を対象に市内で利用できる商品券を子ども１人につき１セット

（13,000円分）を送付したものです。
● 家計を応援「エール！やまぐち」プレミアム共通商品券の発行● 家計を応援「エール！やまぐち」プレミアム共通商品券の発行

　　　　 　　　　 　　 　　 【４億3,000万円】【４億3,000万円】
　家計の負担軽減と市内経済の回復を図るため、7月1 日に発売を開
始している共通商品券について、申込者全員が希望するセット数を
購入できるように対応したものです。

事業者支援（抜粋）
●農業・漁業者への支援●農業・漁業者への支援　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　   【２億3,600万円】【２億3,600万円】
　燃料・資材・飼料価格の高騰に対応するため、肥料代、省エネ対　燃料・資材・飼料価格の高騰に対応するため、肥料代、省エネ対
策経費、畜産農家の飼養経費の一部を県事業と一体となり支援する策経費、畜産農家の飼養経費の一部を県事業と一体となり支援する
ものです。また、デジタル技術を活用したスマート農機等の導入支ものです。また、デジタル技術を活用したスマート農機等の導入支
援や、漁業者への燃料・飼料費支援も実施します。援や、漁業者への燃料・飼料費支援も実施します。
● 中小企業等への支援　　　　　　　　　 　 ● 中小企業等への支援　　　　　　　　　 　 　　 　　 【２億1,900万円】【２億1,900万円】
　中小企業等の資金繰りを支援するため、市の制度融資において新　中小企業等の資金繰りを支援するため、市の制度融資において新
たな融資枠を設けるとともに、既存の支援制度を拡充するものです。たな融資枠を設けるとともに、既存の支援制度を拡充するものです。
　また、市内タクシー事業者への交通系ＩＣカード導入に係る経費　また、市内タクシー事業者への交通系ＩＣカード導入に係る経費
の支援も実施します。の支援も実施します。

●電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金●電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金      【12億6,480万円】【12億6,480万円】
　国が「物価・賃金・生活総合対策」において取りまとめられた追
加対策を踏まえ、令和４年度の住民税均等割が非課税である世帯等
を対象に１世帯当たり５万円を給付するものです。
　これには、経済対策第12弾拡充版の中の生活者支援（物価高騰対
策一時支援金の給付≪本市独自での給付１世帯当たり１万円≫）を
合わせ、11月に合計６万円を給付予定です。

●�予算執行に際しては、今回の電力・ガス・食
料品等価格高騰緊急支援給付金給付事業費補
助金を優先的に活用し、新型コロナウイルス
感染症対策地方創生臨時交付金については、
財源を必要とする諸事業への振り分けを行う
などの取扱いを求める。

指摘・要望

～コロナ禍における原油価格・物価高騰等総合緊急対策～
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●�新庁舎への引っ越し、
市民サービスの開始を
スムーズに行い周知を
図ることで、地域住民
が混乱することのない
よう取組を求める。
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問   既存のモーターグレーダーとの２台体制によって、
除雪作業の効率化を図ることはできないか。

答   既存の車両は故障箇所の交換部品もなく、これ以上
の運行はできない。このたびの更新で下取りとなる。

除雪用のモーターグレーダー
モーターグレーダーに除雪用のブレード
を装備。道路上の雪を寄せたり、でこぼ
こに積もった雪を削って平らにしたりし
て自動車が道路を走りやすいようにする
車両。
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●�一時的に職員定数を超えてでも、
毎年、弾力的に職員の新規採用
を行うべきと考える。
●�経験豊かな職員の知見や技術な
どを若手職員にしっかり継承し
ていく、人材育成の視点の強化
を求める。

指摘・要望

高齢者雇用安定法の改正により、
70歳までの雇用確保の努力義務
が新設され、社会全体の定年引
上げが進んでいます。

pickpick
upup
ピックアップピックアップ

９月定例会９月定例会
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９月定例会９月定例会
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市公式ウェブサイト

事業の成果を的確に評価できる仕組みづくりを！
● 主要な施策の成果報告書については、前期基本計画の最終年度となる令和４年度の決算時に、目標

達成度合いを把握しやすい適切な指標への見直しが難しい事業について、事業意図が明確に把握可
能で取組を正確に評価できるような工夫を求める。

● 令和５年度から始まる後期基本計画の策定に合わせ、指標などの記載事項の改善に加えて、政策の評
価に資する適切な事業が成果報告書に掲載されるよう見直しを求める。また、計画期間中であっても
指標の見直しや追加設定を柔軟に修正可能とするなど、適切で円滑な審査につながる仕組みについ
ても検討を求める。

地域づくり交付金のさらなる活用を！
● コロナ禍でイベント等が実施できずに事業費

が不執行となることについては、これを機に交
付金の使途を見直すなど、多様な地域住民の
意見が反映された、真に地域づくりに資する事
業となるような取組を求める。

人材の確保が喫緊の課題！
● 学校現場の補助教員や放課後児童クラブ支

援員、あるいは介護保険調査員といった人材
が確保できず、当初の計画どおりに事業が実
施できていない。着実な事業実施のため、専門
人材の確保に注力いただきたい。

令和３年度
決算!!

意見・指摘意見・指摘

水道、下水道の安定したサービスを！
● 老朽化した水道施設の更新、宇部・阿知須公

共下水道組合からの阿知須処理区の引継ぎに
おいても、計画的・安定的な事業運営が行われ
ている。引き続き着実な事業運営に取り組まれ
ることを求める。

デジタル技術の活用を速やかに！
● 市税等の徴収においては、口座振替率が横ば

いである一方、スマートフォンアプリを活用し
た電子納付の件数が大幅に伸びていることを
確認した。今後の事業展開に注目している。

決

算

が

認

定

さ

れ

る

ま

で
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■■■■■■ 全員賛成全員賛成でで可決可決したした議案議案
予　　　　　算

●令和４年度山口市一般会計補正予算（第４号）
●令和４年度山口市介護保険特別会計補正予算（第１号）
●令和４年度山口市介護サービス事業特別会計補正予算
（第１号）
●令和４年度山口市地域下水道事業特別会計補正予算
（第１号）
●令和４年度山口市公共下水道事業会計補正予算（第１
号）
●令和４年度山口市一般会計補正予算（第５号）
　２ページに関連記事あり

条　　　　　例
●山口市総合支所設置条例の一部を改正する条例
　３ページに関連記事あり「徳地地域複合型拠点施設」
●地方公務員法の一部を改正する法律等の施行に伴う関
係条例の整備に関する条例
　３ページに関連記事あり「定年延長」
●山口市職員の定年等に関する条例の一部を改正する条
例
　３ページに関連記事あり「定年延長」
●山口市職員の退職手当に関する条例の一部を改正する
条例
　３ページに関連記事あり「定年延長」
●山口市徳地文化ホール設置及び管理条例の一部を改正
する条例
　３ページに関連記事あり「徳地地域複合型拠点施設」
●山口市放課後児童クラブ設置及び管理条例の一部を改
正する条例
●山口市保健センター設置及び管理条例の一部を改正す
る条例
　３ページに関連記事あり「徳地地域複合型拠点施設」
●山口市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改
正する条例　
　３ページに関連記事あり「徳地地域複合型拠点施設」
●山口市地域交流センター設置及び管理条例の一部を改
正する条例
　３ページに関連記事あり「徳地地域複合型拠点施設」
●山口市徳地山村開発センター設置及び管理条例を廃止
する条例
　３ページに関連記事あり「徳地地域複合型拠点施設」

事　件　議　決
●山口市スポーツの森西京スタジアム天井・屋根等改修
工事の請負契約の締結について
●山口市小郡屋内プール天井・屋根等改修工事の請負契
約の締結について
●秋穂漁港海岸（大海地区）海岸保全施設整備工事の請負
契約の締結について
●鋳銭司第二団地整備工事の請負契約の一部を変更する
ことについて

●除雪用グレーダの取得について
　３ページに関連記事あり
●山口市立小中学校教育用コンピュータ等の取得について
●山口市立小中学校校務用コンピュータ等の取得について

決　算　認　定
　４ページに関連記事あり
●令和３年度山口市水道事業会計利益の処分及び決算の
認定について
●令和３年度山口市簡易水道事業会計利益の処分及び決
算の認定について
●令和３年度山口市公共下水道事業会計利益の処分及び
決算の認定について
●令和３年度山口市農業集落排水事業会計利益の処分及
び決算の認定について
●令和３年度山口市漁業集落排水事業会計利益の処分及
び決算の認定について
●令和４年度山口市一般会計補正予算（第３号）に関する
専決処分について
●令和３年度山口市一般会計歳入歳出決算の認定につい
て
●令和３年度山口市国民健康保険特別会計歳入歳出決算
の認定について
●令和３年度山口市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決
算の認定について
●令和３年度山口市介護保険特別会計歳入歳出決算の認
定について
●令和３年度山口市介護サービス事業特別会計歳入歳出
決算の認定について
●令和３年度山口市駐車場事業特別会計歳入歳出決算の
認定について
●令和３年度山口市鋳銭司第二団地整備事業特別会計歳
入歳出決算の認定について
●令和３年度山口市地域下水道事業特別会計歳入歳出決
算の認定について
●令和３年度山口市国民宿舎特別会計歳入歳出決算の認
定について
●令和３年度山口市特別林野特別会計歳入歳出決算の認
定について

諮　　　　　問
●人権擁護委員の候補者の推薦について（敬称略）
　　藤原�薫（再任）� 　　大來�和子（再任）
　　山本�美知子（再任）� 　　藤井�真哉（再任）

議案議案のの審議結果審議結果

人権擁護委員
人権擁護委員は、法務大臣から委嘱された
ボランティアの人たちです（任期は３年）。
市長が適任者を選任して推薦するにあたり
議会の意見を聞くこととされており、このた
び全会一致で「異議なし」と
しました。
人権擁護委員の詳しい紹介は、
市公式ウェブサイトをご覧く
ださい。

やまぐち市議会だより　2022.115



　

消
防
本
部
の
新
本
庁
舎
へ
の
集
約
に
伴

い
、
現
在
、
消
防
本
部
と
一
体
と
な
っ
て
い

る
中
央
消
防
署
の
建
て
替
え
に
向
け
た
検
討

を
進
め
て
い
る
。

　

現
在
の
庁
舎
は
、
築
後
47
年
が
経
過
し
、

老
朽
化
と
と
も
に
、
緊
急
車
両
の
大
型
化
等

に
伴
い
狭
隘
と
な
る
な
ど
の
課
題
を
抱
え
て

お
り
、
こ
う
し
た
課
題
解
決
と
災
害
対
策
機

能
を
十
分
に
発
揮
す
る
た
め
の
検
討
が
必
要

と
な
る
。
そ
の
た
め
、
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、

本
部
内
に
検
討
委
員
会
等
を
設
置
し
、
消
防

職
員
を
対
象
と
し
た
機
能
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
や
最
新
消
防
庁
舎
の
視
察
な
ど

を
行
い
、
そ
の
情
報
を
踏
ま
え
、
現
在
地
で

の
建
て
替
え
を
基
本
と
し
た
施
設
や
規
模
、

配
置
、
必
要
と
す
る
機
能
の
整
理
を
進
め
て

い
る
。

　

建
て
替
え
期
間
中
に
お
い
て
も
、
切
れ
目

の
な
い
出
動
体
制
を
確
保
す
る
た
め
、
引
き

続
き
、
よ
り
良
い
方
法
を
検
討
し
て
い
く
。

 

（
担
当
部
局
：
消
防
本
部
）

　

外
国
人
の
た
め
の
日
本
語
講
座
、

日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
な

ど
、
多
文
化
共
生
に
関
す
る
各
種
講

座
等
を
実
施
し
て
い
る
。
令
和
３
年

度
は
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
と
な
っ
た
講

座
も
あ
っ
た
が
、
外
国
に
ル
ー
ツ
を

持
つ（
日
本
語
が
第
一
言
語
で
な
い
）

子
ど
も
の
た
め
の
日
本
語
講
座
の
開

催
回
数
は
増
え
て
い
る
。
今
後
も
お

互
い
の
文
化
の
違
い
を
認
め
合
い
、

共
に
暮
ら
し
や
す
い
多
文
化
共
生

社
会
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

 

（
担
当
部
局
：
交
流
創
造
部
）

　
山
口
市
議
会
で
は
、「
総
務
」「
教
育

民
生
」「
生
活
環
境
」「
農
林
建
設
」「
予

算
決
算
」の
常
任
委
員
会
を
設
置
し 

各
委
員
会
が
所
管
す
る
部
局
の
議
案

や
業
務
等
の
審
査・チ
ェッ
ク
を
し
て
い

ま
す
。

　各委員会の所属議員、
所管する部局、日程など、
詳しくは市議会ホーム
ページに掲載しています。

à̀laatrc
e委員会 ア・ラ・カルト

中
央
消
防
署
の
建
て
替
え
に
向
け
て

総務
委員会

　

Ｊ
Ｒ
西
日
本
は
輸
送
密
度
が
１
日
２
千
人
未
満

の
線
区
と
収
支
率
（
不
採
算
路
線
）
を
公
表
さ
れ
、

山
口
線
の
宮
野
駅
か
ら
津
和
野
駅
が
含
ま
れ
て
い

る
。
今
後
の
在
り
方
が
検
討
さ
れ
る
中
で
、
山
口

線
が
阿
東
地
域
に
と
っ
て
の
大
切
な
資
源
で
あ
る

こ
と
を
再
認
識
す
る
と
と
も

に
、
地
域
住
民
の
利
用
促
進

や
、
車
両
に
向
か
っ
て
手
を

振
る
・
乗
客
を
歓
迎
す
る
た

め
の
マ
ル
シ
ェ
を
開
催
す
る

な
ど
自
主
的
で
持
続
的
な
取

組
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

 （
担
当
部
局
：
阿
東
総
合
支
所
）

・ いわゆる「撮り鉄」の方とも連携し
て、撮影スポットの整備や魅力の発
信に取り組んでみてはいかがか。

委員の意見

・ 講座参加者の年齢層や属性が偏っ
ているものが見受けられる。大学
や学生サークルとの連携など、積
極的な取組を求める。

・ 外国人市民と地域住民が交流する
ことで、お互いの理解と親睦が深
まるよう、清掃作業などの地域行
事へ参加しやすい仕組みをつくって
はいかがか。

委員の意見

問   現在地での建て替え整備にあたり、仮設
庁舎を建設するとなると、工事車両や既
存庁舎の解体など、緊急出場に大きな影
響が出ることが想定されるが、いかがか。

答   現在地で業務を継続しながら、同敷地内
に仮設庁舎を建てるのは難しいと認識し
ている。業務に支障がないよう、別の方
法についてもしっかりと検討していく。

駅のホームで乗客を歓迎する地域
住民のみなさん

Ｊ
Ｒ
ロ
ー
カ
ル
線
の
存
続
に
向
け
た

阿
東
地
域
と
し
て
の
取
組
は

生活環境
委員会

共
に
暮
ら
し
や
す
い

多
文
化
共
生
社
会
の
実
現

生活環境
委員会
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令
和
３
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も

あ
り
「
障
が
い
者
福
祉
の
充
実
」
に
係
る

取
組
の
各
種
指
標
の
数
値
（
令
和
３
年
度

主
要
な
施
策
の
成
果
報
告
書
の
各
指
標
で

あ
る
就
労
し
て
い
る
障
が
い
者
の
割
合
、

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
障

が
い
者
の
割
合
、
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
・

文
化
活
動
へ
の
参
加
者
数
）
が
目
標
値
に

比
べ
伸
び
悩
ん
で
い
る
状
況
で
あ
る
。
今

後
、
国
の
「
障
害
者
に
よ
る
文
化
芸
術
活

動
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
等
の
考
え
方

も
踏
ま
え
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
向
け
て
、

関
係
機
関
や
他
部
局
と
も
連
携
し
な
が

ら
、
し
っ
か
り
と
支
援
し
て
い
き
た
い
。

 

（
担
当
部
局
：
健
康
福
祉
部
）

　

農
道
や
水
路
等
の
法
定
外
公
共
物
に
つ
い
て
は
、
地

域
づ
く
り
交
付
金
が
創
設
さ
れ
た
際
に
事
業
の
対
象
施

設
等
が
整
理
さ
れ
た
た
め
、
単
市
土
地
改
良
事
業
は
農

業
用
施
設
に
特
化
し
た
形
で
実
施
し
て
い
る
。

　
営
農
が
継
続
で
き
、
地
域
の
活
性
化
に
繋
が
る
よ
う
、

農
業
者
の
方
々
の
意
見
を
伺
い
、
ど
の
よ
う
な
支
援
策

が
必
要
な
の
か
、
法
定
外
公
共
物
に
対
す
る
支
援
策
を

展
開
し
て
い
る
関
係
部
署
と
情
報
共
有
、
連
携
し
、
ま

ず
は
現
状
を
把
握
し
て
い
く
。

 

（
担
当
部
局
：
農
林
水
産
部
）

　
厚
生
労
働
省
が
公
表
し
て
い
る
資
料
に
よ

る
と
、
市
内
で
は
、
９
月
時
点
で
55
の
医
療

機
関
、
39
の
薬
局
が
健
康
保
険
証
利
用
に
対

応
し
て
い
る
。
ま
た
、
健
康
保
険
証
利
用
の

申
込
み
の
う
ち
、
国
保
加
入
者
は
７
月
時
点

で
３
４
３
４
人
。
現
在
の
国
民
健
康
保
険
証

の
発
行
は
、
当
面
の
間
、
継
続
す
る
の
で
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
保
険
証
と
し
て
持

ち
歩
く
こ
と
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
方
に
も

安
心
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

 

（
担
当
部
局
：
健
康
福
祉
部
）

　
山
口
県
農
業
協
同
組
合
か
ら
の
要
望
や
市
内

の
事
業
者
、
農
林
水
産
業
関
係
者
等
か
ら
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
、
６
月
定
例
会
で
の
議
論
や
意
見
を

踏
ま
え
、
独
自
の
追
加
対
策
の
検
討
を
行
い
、

支
援
策
を
取
り
ま
と
め
た
。

　
農
業
者
や
漁
業
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て
、
関

係
機
関
と
調
整
し
な
が
ら
、
相
談
窓
口
や
申
請

窓
口
を
開
設
し
、
申
請
受
付
を
早
期
に
開
始
し

て
い
る
。
ま
た
、
タ
ク
シ
ー
事
業
者
へ
の
交
通

系
Ⅰ
Ｃ
カ
ー
ド
の
導
入
を
支
援
す
る
こ
と
で
、

市
内
全
体
の
公
共
交
通
環
境
の
向
上
や
市
内
の

周
遊
性
を
促
進
し
て
い
き
た
い
。

 

（
担
当
部
局
：
都
市
整
備
部
・
農
林
水
産
部
）

・ コロナ禍の様々なマイナスの影響が、
障がいを抱える方々に、より顕著に表
れていると考えられる。予算編成時か
ら新型コロナの影響下にあった令和３
年度の取組を改めて精査し、今年度
の取組、後期基本計画・次期障害者
計画に生かされることを望む。

委員の意見

・ 従前の保険証が発行され
ないとの不安の声があっ
た。 従前と変わらずに発
行されることなど情報の周
知に努めるべき。

委員の意見

農
道
や
水
路
等
に
対
す
る

単
市
土
地
改
良
事
業
補
助
金
の
見
直
し

農林建設
委員会

・ 事業内容の見直しを図る時期
にきているのではないか。

委員の意見

原
油
価
格
、
物
価
高
騰
等
の
影
響
を

受
け
て
い
る
事
業
者
等
へ
の
支
援

農林建設
委員会

コ
ロ
ナ
禍
、

障
が
い
者
支
援
を
力
強
く
！

教育民生
委員会

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
健
康
保
険
証

利
用
、
準
備
状
況
と
国
保
の
対
応
は

教育民生
委員会

・ この時期に非常に有効な事業
である。

・ 関係者等への丁寧な対応と制
度の周知をお願いする。

委員の意見
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一般質問・質疑

★�議員が何を質問したか読んでみましょう！　★一般質問の制限時間は質問と答弁をあわせて50分です。
★�質問と答弁の映像は各議員の二次元コード�　�から見ることができます。
　※必要な場合には二次元コードリーダーをインストールしてご覧ください。�※�情報の受信にかかる通信料は利用者負担となります。

市長市長にに聞きたい聞きたい！！
どうなる？ これからの山口市どうなる？ これからの山口市

サンプル

　
　
山
口
市
に
誘
致
す
る
企
業
に

対
す
る
障
が
い
者
雇
用
へ
の

優
遇
策
を
講
じ
て
は
ど
う
か
。

　
　

現
在
、
山
口
市
企
業
立
地
促

進
条
例
の
改
正
内
容
の
検
討

を
進
め
て
い
る
。
障
が
い
者
雇
用

へ
の
優
遇
策
に
つ
い
て
は
、
障
が

い
者
の
皆
様
に
も
、
よ
り
よ
い
雇

用
の
創
出
に
つ
な
が
る
制
度
と
な

る
よ
う
関
係
部
局
と
協
議
し
な
が

ら
検
討
し
て
い
く
。

　
　

現
在
、
整
備
を
進
め
て
い
る

新
本
庁
舎
市
民
交
流
棟
内
の

カ
フ
ェ
に
つ
い
て
、
障
が
い
者
の

就
労
に
つ
な
が
る
場
と
し
て
検
討

し
て
は
ど
う
か
。

　
　

カ
フ
ェ
に
つ
い
て
は
、
障
が

い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
に

出
店
し
て
い
た
だ
け
る
可
能
性
に

つ
い
て
も
検
討
し
て
い
る
。
ま
た
、

新
本
庁
舎
棟
の
清
掃
等
の
維
持
管

理
業
務
に
つ
い
て
も
、
障
が
い
者

の
働
く
場
の
創
出
に
つ
な
げ
る
こ

と
が
で
き
な
い
か
検
討
し
て
い
く
。

問答問答

公明党
村上 満典

福祉 障がい者の就労支援の取組を!

　
　
第
二
次
山
口
市
総
合
計
画
後

期
基
本
計
画
の
策
定
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
問
う
。
ま
た
、
策
定

の
方
向
性
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
方

向
性
を
伺
う
。

　
　

今
後
、
課
題
を
総
括
的
に
整

理
し
た
骨
子
案
を
10
月
に
、

施
策
別
計
画
や
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
加
え
た
素
案
を
11
月
に
示
し
、

12
月
市
議
会
で
意
見
を
求
め
た
い
。

そ
の
上
で
最
終
案
を
来
年
１
月
に

提
示
し
、
３
月
市
議
会
で
の
議
論
、

基
本
構
想
に
つ
い
て
の
議
決
を
経

て
、
３
月
末
に
策
定
し
た
い
。

　
現
時
点
で
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

方
向
性
と
し
て
、
子
ど
も
・
子

育
て
、
若
者
活
躍
と
雇
用
創
出
、

農
山
村
づ
く
り
と
21
地
域
づ
く

り
、
元
気
な
県
都
づ
く
り
、
人
生

１
０
０
年
時
代
の
健
康
長
寿
、
持

続
可
能
な
未
来
都
市
づ
く
り
の
６

つ
の
領
域
に
お
け
る
検
討
を
考
え

て
い
る
。

問答

未来志行山口
原 真也

行政 後期基本計画のプロジェクトの方向性は!

　
　
地
域
か
ら
要
望
が
あ
っ
た
小

鯖
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
を
現

在
の
Ｊ
Ａ
小
鯖
支
所
の
位
置
に
移

転
新
築
し
、
そ
の
中
の
機
能
と
し

て
、
Ｊ
Ａ
、
郵
便
局
と
の
併
設
、

そ
し
て
道
の
駅
を
新
設
し
機
能
を

追
加
し
て
い
く
こ
と
に
つ
い
て
、

市
長
の
考
え
を
伺
う
。

　
　
小
鯖
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て
は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

へ
の
対
応
が
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、

施
設
面
積
も
狭
く
、
災
害
時
の
避

難
所
と
し
て
収
容
人
数
が
限
ら
れ

る
な
ど
の
課
題
が
あ
り
、
地
域
拠

点
づ
く
り
の
整
備
が
進
ん
で
い
な

い
状
況
に
あ
る
。
今
後
、
機
能
複

合
化
な
ど
の
考
え
方
も
加
え
た
形

で
地
域
の
皆
様
の
御
意
見
を
伺
い

な
が
ら
、
後
期
基
本
計
画
に
位
置

付
け
、
整
備
を
進
め
て
い
く
。

問答

県都創生山口
重見 秀和

協働 小鯖地域交流センターの建て替えと機能複合化

現在の小鯖地域交流センター
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昨
年
６
月
の
食
品
衛
生
法
改

正
に
よ
り
、
直
売
所
な
ど
で

販
売
し
て
い
る
漬
物
な
ど
の
製
造

が
許
可
制
と
な
っ
た
。
経
過
措
置

期
間
の
２
０
２
４
年
５
月
末
ま
で

に
施
設
整
備
が
必
要
と
な
る
。
費

用
を
捻
出
で
き
な
い
場
合
、
生
産

者
が
活
動
を
断
念
し
、
直
売
所
や

道
の
駅
で
販
売
し
て
い
る
個
人
製

造
の
漬
物
な
ど
が
姿
を
消
す
こ
と

に
な
り
か
ね
な
い
。
支
援
が
必
要

と
考
え
る
が
市
の
取
組
を
伺
う
。

　
　
本
市
で
は
農
林
水
産
品
を
加

工
す
る
施
設
の
整
備
を
支
援

す
る
た
め
「
６
次
産
業
化
等
推
進

事
業
補
助
金
」
を
設
け
、
認
定
農

業
者
や
任
意
団
体
を
対
象
に
、
施

設
整
備
や
改
修
の
経
費
の
２
分
の

１
、１
５
０
万
円
を
限
度
に
助
成

し
て
い
る
。
個
人
の
生
産
者
は
複

数
名
の
グ
ル
ー
プ
を
作
る
こ
と
で

対
象
と
な
る
。
制
度
を
積
極
的
に

活
用
い
た
だ

き
、
地
域
の

特
色
あ
る
加

工
品
の
生
産

拡
大
に
つ
な

げ
た
い
。

問答

日本共産党
大田 たける

産業 地域の特色ある漬物などの加工品生産者の支援を

　
　
企
業
に
お
け
る
高
年
齢
者
の

就
労
促
進
や
就
労
環
境
の
整

備
に
対
す
る
考
え
方
と
支
援
策
に

つ
い
て
伺
う
。

　
　

高
年
齢
者
へ
の
就
労
促
進
は

重
要
な
課
題
と
認
識
し
て
お

り
、
国
の
支
援
に
併
せ
て
、
関
係

機
関
連
携
の
も
と
、
各
種
支
援
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
ア
ク
テ
ィ
ブ

シ
ニ
ア
層
を
対
象
と
し
た
セ
ミ

ナ
ー
の
開
催
や
企
業
面
談
会
な
ど
、

官
民
が
連
携
し
た
支
援
を
重
層
的

に
実
施
す
る
こ
と
で
、
高
年
齢
者

の
雇
用
促
進
や
就
労
環
境
の
充
実

に
つ
な
げ
る
よ
う
、
働
く
側
の
雇

用
対
策
と
事
業
者
側
の
人
材
確
保

対
策
の
両
面
か
ら
取
り
組
み
た
い
。

今
後
も
、
第
二
次
山
口
市
総
合
計

画
後
期
基
本
計
画
に
お
い
て
、
働

く
意
欲
の
あ
る
高
年
齢
者
が
個
々

の
事
情
に
合
わ

せ
た
多
様
な
働

き
方
を
選
択
で

き
、
そ
の
能
力

を
十
分
に
発
揮

で
き
る
環
境
を

整
備
し
て
い
き

た
い
。

問答

市民クラブ
山見 敏雄

就労 高年齢者の就労を支援

　
　
平
成
27
年
6
月
定
例
会
で
運

営
時
間
の
拡
大
に
つ
い
て
質

問
を
し
、
そ
の
際
、
土
曜
日
や
長

期
休
業
期
間
中
の
朝
の
開
所
時
間

を
30
分
早
め
る
旨
の
答
弁
が
あ
り
、

多
く
の
保
護
者
か
ら
喜
び
の
声
を

お
聞
き
し
た
。
今
回
は
、
課
題
と

し
て
残
さ
れ
て
い
た
終
了
時
間
の

延
長
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
他
市
の
状
況
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ

る
ニ
ー
ズ
把
握
や
、
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
運
営
団
体
の
意
向
な
ど
も

踏
ま
え
、
終
了
時
間
の
延
長
に
つ

い
て
、
運
営
団
体
を
は
じ
め
、
関

係
機
関
等
と
の
協
議
を
行
っ
て
い

く
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
終
了
時

間
延
長
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
利

用
料
金
の
設
定
や
人
員
確
保
と

い
っ
た
課
題
は
あ
る
が
、
保
護
者

の
皆
様
に
と
っ
て
安
心
し
て
働
く

こ
と
が
で
き
る
環
境
が
整
う
こ
と

か
ら
、
終
了
時
間
の
延
長
に
つ
い

て
は
検
討
し
て
い
く
。

問答

高志会
伊藤 斉

子育て 放課後児童クラブの終了時間延長について

　
　
少
子
化
問
題
の
解
決
策
と
し

て
、
児
童
手
当
等
の
定
期
的

な
給
付
金
や
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
充
実
等
の
多
角
的
か
つ
長
期
的

な
支
援
が
不
可
欠
で
あ
る
。
現
在

本
市
に
は
な
い
出
産
祝
い
金
な
ど

一
時
金
給
付
も
大
き
な
効
果
が
期

待
で
き
る
と
思
う
が
い
か
が
か
。

　
　
出
生
動
向
基
本
調
査
に
よ
る

と
、
実
際
の
子
ど
も
数
が
理

想
の
子
ど
も
数
を
下
回
る
理
由
と

し
て
最
も
多
い
の
が
子
育
て
や
教

育
に
関
す
る
経
済
的
負
担
で
あ
り
、

本
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
様
々
な
経

済
的
支
援
を
充
実
し
て
き
た
。
出

産
祝
い
金
等
の
取
組
に
つ
い
て
は
、

出
産
さ
れ
た
方
に
感
謝
の
念
を
表

す
山
口
市
ら
し
い
お
祝
い
事
業
の

創
設
を
検
討
し

て
い
る
。
今
後

も
安
心
し
て
出

産
・
育
児
が
で

き
る
環
境
を
整

え
て
い
き
た
い
。

●
そ
の
他
の
質
問

○ 

広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成

○ 

脱
炭
素
先
行
地
域
づ
く
り

問答

ふるさと共創山口
宮川 英之

子育て 出産お祝い金制度の創設を!
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障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及

促
進
、
振
興
の
取
組
と
現
状

認
識
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
環
境
整

備
に
つ
い
て
伺
う
。
ま
た
、
次
期

障
害
者
計
画
で
の
障
が
い
者
ス

ポ
ー
ツ
振
興
の
取
組
の
位
置
づ
け

と
推
進
方
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
市
報
等
で
の
情
報
提
供
と
と

も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
で
の

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化
を
推

進
す
る
な
ど
、
障
が
い
者
ス
ポ
ー

ツ
に
親
し
む
環
境
を
整
え
て
い

る
。
ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に

お
い
て
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
に
関

心
の
あ
る
方
の
割
合
は
低
く
、
さ

ら
な
る
普
及
促
進
が
必
要
と
認
識

し
て
い
る
。
今
後
は
、
現
状
認
識

を
踏
ま
え
、
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ

の
普
及
啓
発
を
積
極
的
に
展
開

し
、
共
生
社
会
の
実
現
に
つ
な
げ

て
い
く
。

問答

未来志行山口
鳥養 祐矢

福祉 障がい者の余暇活動・障がい者スポーツの振興

　
　
若
者
が
集
え
て
遊
べ
る
場
所

が
ま
ち
な
か
に
多
く
あ
る
こ

と
も
若
者
定
住
を
促
進
す
る
要
素

と
考
え
る
。
県
農
業
試
験
場
跡
地

も
適
地
と
し
て
検
討
し
て
は
ど
う

か
。
確
保
方
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
ま
ち
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト
な

ど
に
お
い
て
、
都
市
的
な

サ
ー
ビ
ス
施
設
の
立
地
や
商
業
施

設
の
充
実
な
ど
の
意
見
を
い
た
だ

い
て
お
り
、
本
市
の
特
性
や
地
域

資
源
を
生
か
し
た
山
口
ら
し
い
若

者
の
遊
び
場
の
創
出
も
進
ん
で
い

る
。
今
後
、
市
民
の
ニ
ー
ズ
を
踏

ま
え
、
地
方
中
枢
都
市
圏
と
は
異

な
る
山
口
ら
し
い
、
あ
る
い
は
地

方
都
市
に
あ
っ
て
も
求
心
力
を
有

す
る
遊
び
場
機
能
を
検
討
す
る
と

と
も
に
、
県
農
業
試
験
場
の
跡
地

利
用
に
つ
い

て
も
、
県
と

の
連
携
の
下

で
検
討
を
進

め
て
い
く
。

●
そ
の
他
の
質
問

○ 

広
報
誌
等
の
配
布
に
お
け
る
地
域

の
負
担
軽
減
に
つ
い
て

問答

ふるさと共創山口
植野 伸一

定住 若者の定住促進に、楽しめる遊び場の確保策は？

　
　
外
国
人
市
民
へ
の
言
語
対
応

と
し
て
、
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
る
の
か
現
状
を
伺
う
。

　
　

新
た
な
取
組
と
し
て
、
相
手

に
配
慮
し
た
分
か
り
や
す
い

日
本
語
に
よ
る
対
応
や
情
報
発
信

の
試
行
実
施
と

と
も
に
、
職
員

研
修
を
開
催
す

る
な
ど
、
や
さ

し
い
日
本
語
の

啓
発
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

　
　
徳
地
地
域
ふ
る
さ
と
に
ぎ
わ

い
計
画
の
具
体
的
な
取
組
及

び
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

第
１
期
計
画
で
は
、
特
産
品

販
売
所
「
南
大
門
」、
岸
見

の
石
風
呂
な
ど
の
魅
力
あ
る
拠
点

の
機
能
強
化
に
努
め
て
き
た
。
第

２
期
計
画
で
は
、
活
動
拠
点
や
主

要
な
文
化
財
と
し
て
位
置
づ
け
る

郷
の
整
備
、
特
産
品
振
興
、
地
域

資
源
の
発
掘
・
構
築
の
３
つ
を
主

要
施
策
と
し
て
展
開
す
る
。

●
そ
の
他
の
質
問

○ 

外
国
人
市
民
と
の
共
生
策
に
つ

い
て

問答問答

未来志行山口
大來 尚順

観光 中山間地域の観光交流拡大に向けて！ 

　
　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
待
機

児
童
解
消
に
向
け
た
施
設
整

備
と
人
材
確
保
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

各
地
域
、
小
学
校
区
の
実
情

に
即
し
た
方
法
を
運
営
団
体

や
地
域
の
方
々
と
協
議
し
、
施
設

整
備
に
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
取

り
組
む
。
ま
た
、
安
定
し
た
人
間

関
係
構
築
が
で
き
る
よ
う
地
域
人

材
の
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、

職
員
の
処
遇
改

善
に
取
り
組
む
。

さ
ら
に
、
人
材

バ
ン
ク
的
な
仕

組
み
に
つ
い
て
も

研
究
し
て
い
く
。

安全
小
・
中
学
校
内
の
設
備
に
関

す
る
安
全
対
策

　
　
令
和
３
年
の
総
点
検
で
安
全

性
に
問
題
あ
り
と
さ
れ
た
校

内
設
備
へ
の
対
応
状
況
を
伺
う
。

　
　
防
球
ネ
ッ
ト
の
金
属
製
支
柱

等
、
小
学
校
６
校
、
中
学
校

２
校
で
発
見
し
た
８
か
所
の
不
具

合
に
つ
い
て
、
修
繕
不
要
の
１
か

所
を
除
き
、
緊
急
性
の
高
い
も
の

か
ら
速
や
か
に
修
繕
を
実
施
し
た
。

問答問答

未来志行山口
椙山 俊哉

子育て 放課後児童クラブの待機児童解消へ取組強化を

太陽ミュージアム（別府市）での
バスケットボール用車椅子体験
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ユ※

ニ
バ
ー
サ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
推
進
に
取
り
組
む
こ
と
は
、

高
質
な
お
も
て
な
し
が
で
き
る
地

域
や
施
設
と
し
て
市
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
だ
け
で
な
く
、

多
様
な
交
流
を
生
み
出
し
、
観
光

客
の
増
加
や
地
域
活
性
化
に
寄
与

す
る
と
と
も
に
、
市
民
に
と
っ
て

も
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る
と
考
え

る
。
策
定
中
の
後
期
基
本
計
画
に

位
置
づ
け
る
な
ど
、
積
極
的
に
推

進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
が
市
の
所
見
を
伺
う
。

　
　
安
心
し
て
訪
れ
る
こ
と
の
で

き
る
観
光
地
と
し
て
の
認
知

度
を
高
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、
観
光
客
等
へ
の
Ｐ
Ｒ
方
法
、

情
報
提
供
の
在
り

方
に
つ
い
て
検
討
、

実
践
し
て
い
く
。

あ
わ
せ
て
、
地
域一

体
と
な
っ
た
受
入
環

境
整
備
を
進
め
、

魅
力
的
な
観
光
地

域
づ
く
り
の
実
現

に
向
け
、
引
き
続

き
オ
ー
ル
山
口
で

取
り
組
ん
で
い
く
。

問答

※ユニバーサルツーリズム
高齢や障がい等の有無にかかわら
ず、誰もが気兼ねなく参加できる旅
行づくり、観光地づくりを目指した
国や自治体の取組

　
　
山
口
市
文
化
財
保
存
活
用
地

域
計
画
に
掲
げ
る
取
組
の
進

捗
状
況
と
今
後
の
展
望
を
伺
う
。

　
　

２
つ
の
重
点
事
業
に
つ
い
て

各
主
体
が
連
携
し
実
施
す
る

と
と
も
に
、
取
組
を
効
果
的
に
実

施
す
る
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
に

重
点
的
に
取
り
組
ん
だ
。
今
後
は
、

地
域
の
魅

力
向
上
や

郷
土
愛
の

醸
成
を
図

り
、
歴
史

文
化
資
源

を
保
存
活

用
す
る
機

運
を
高
め

て
い
く
。

　
　
多
様
な
歴
史
文
化
資
源
を
地

域
振
興
や
観
光
交
流
に
活
用

す
る
こ
と
が
重
要
。
今
後
の
取
組

に
つ
い
て
の
考
え
を
伺
う
。

　
　
地
域
住
民
や
団
体
が
継
続
的

に
活
躍
す
る
こ
と
の
で
き
る

環
境
整
備
等
の
取
組
を
進
め
る
。

●
そ
の
他
の
質
問

○ 

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査

問答問答

未来志行山口
米本 太郎

文化 歴史文化資源の保存と活用！

未来志行山口
馬越 帝介

行政 ユニバーサルツーリズムの推進！

　
　
市
役
所
本
庁
舎
に
来
庁
さ
れ

る
方
の
多
く
が
使
用
さ
れ
る

１
階
の
男
性
用
ト
イ
レ
個
室
に
サ

ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
、

お
知
ら
せ
の
表
示
を
行
う
必
要
が

あ
る
。
市
の
対
応
を
伺
う
。

　
　
来
庁
者
の
利
用
頻
度
が
高
く
、

尿
漏
れ
パ
ッ
ド
の
交
換
に
も

比
較
的
広
さ
に
余
裕
の
あ
る
１
階

市
民
ホ
ー
ル
前
の
男
性
用
ト
イ
レ

及
び
各
階
の
多
目
的
ト
イ
レ
に
優

先
的
に
配
置
す
る
。
併
せ
て
、
ト

イ
レ
入
口
ド
ア
等
に
設
置
の
表
示

を
行
う
。
利
用
状
況
を
検
証
し
な

が
ら
、
各
階
男
性
用
ト
イ
レ
へ
の

設
置
も
検
討
し
た
い
。
こ
の
よ
う

な
取
組
を
通
じ
て
、
本
庁
舎
だ
け

で
な
く
、
各

総
合
支
所
に

お
い
て
も
、

誰
も
が
安
心

し
て
利
用
で

き
る
施
設
環

境
の
整
備
に

努
め
る
。

●
そ
の
他
の
質
問

○ 

有
害
鳥
獣
被
害
対
策

○ 

不
妊
・
不
育
症
対
策

○ 

財
政
統
計
分
析

問答

公明党
栗林 正

行政 みんなが安心して使える市役所の環境整備を！

　
　
や
ま
ぐ
ち
子
ど
も
未
来
型
学

習
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
今
年
度

の
取
組
、
Ｙ
Ｃ
Ａ
Ｍ
と
教
育
委
員

会
の
連
携
の
優
位
性
に
つ
い
て
伺

う
。

　
　
昨
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る

３
６
０°
図
鑑
の
全
市
展
開

を
見
据
え
モ
デ
ル
校
を
増
や
し
て

取
り
組
む
。
ま
た
、
学
校
教
育
の

分
野
の
み
な
ら
ず
、
市
内
の
文
化

財
等
、
地
域
資
源
の
情
報
を
組
み

込
ん
で
い
く
こ
と
で
、
子
供
た
ち

の
地
域
愛
の
醸
成
に
つ
な
げ
て
い

く
。
今
後
も
、
Ⅰ
Ｃ
Ｔ
の
効
果
的

な
活
用
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
有
す
る
Ｙ

Ｃ
Ａ
Ｍ
が
本

市
に
あ
る
と

い
う
優
位
性

を
最
大
限
に

生
か
し
、
連

携
を
図
り
な

が
ら
先
進
的

な
教
育
事
業

に
継
続
的
に

取
り
組
む
。

●
そ
の
他
の
質
問

○ 

農
山
村
エ
リ
ア
の
取
組

○ 

脱
炭
素
先
行
地
域
づ
く
り
の
取

組 問答

地域政党 やまぐちの風
竹中 一郎

教育 未来を生き抜く力を持った児童生徒の育成を！

やまぐち子ども未来型学習プロジェクト

令和４年�山口薪能（山口市有形文化財�
野田神社能楽堂）
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第
二
次
山
口
市
市
民
交
通
計

画
の
見
直
し
時
期
が
近
づ
い

て
い
る
が
、
中
山
間
地
域
等
の
高

齢
者
の
移
動
手
段
の
確
保
に
つ
い

て
の
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。
ま
た
、

通
院
す
る
高
齢
者
の
タ
ク
シ
ー
料

金
へ
の
支
援
は
で
き
な
い
か
。

　
　
マ
イ
カ
ー
に
頼
り
す
ぎ
な
い

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
公

共
交
通
を
支
え
次
世
代
を
見
据
え

た
公
共
交
通
体
系
の
確
立
を
図
る

中
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
ク
シ
―
、

グ
ル
ー
プ
タ
ク
シ
ー
、
生
活
バ
ス

の
利
用
促
進
等
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
持
続
可
能
な
生
活
交
通
を
い

か
に
守
る
か
が
大
き
な
課
題
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。
通
院
時
等

に
つ
い
て
は
、
お
で
か
け
サ
ポ
ー

ト
タ
ク
シ
ー
料
金

助
成
事
業
の
普
及

啓
発
に
努
め
、
そ

の
利
用
率
や
利
便

性
の
向
上
に
向
け

た
検
討
を
進
め
、

さ
ら
に
研
究
し
て

い
く
。

●
そ
の
他
の
質
問

○ 

市
職
員
の
資
質
の
向
上

問答

徳孤会
山本 浩二

交通 高齢者の移動手段について

　
　

地
域
住
民
の
複
合
・
複
雑
化

し
た
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
、

断
ら
な
い
包
括
的
な
支
援
体
制
の

整
備
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
地
域
に
お
け
る
様
々
な
主
体

が
互
い
に
協
力
・
連
携
を
し
、

主
体
的
に
地
域
課
題
に
取
り
組
む

地
域
力
の
強
化
や
複
雑
化
・
複
合

化
し
た
課
題
や
は
ざ
ま
の
ニ
ー
ズ

に
対
応
す
る
支
援
体
制
の
整
備
が

重
要
と
認
識
し
て
い
る
。
重
層
的

支
援
体
制
整
備
事
業
と
い
っ
た
国

の
交
付
金
を
活
用
し
な
が
ら
、
世

代
・
属
性
を
問
わ
な
い
包
括
的
な

支
援
と
地
域
づ
く
り
に
向
け
た
支

援
を
総
合
的
に
推
進
す
る
。
様
々

な
支
援
関
係
機
関
、
地
域
関
係
者

な
ど
が
課
題
を
共
有
し
、
協
力
・

連
携
を
し
な
が
ら
包
括
的
支
援
体

制
の
構
築
を
進
め
、
誰
も
が
住
み

慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す

こ
と
の
で
き
る
地
域
共
生
社
会
の

実
現
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

問答

県都創生山口
山本 貴広

福祉 市民に身近な重層的支援体制の整備事業について

　
　

市
は
、
電
子
図
書
館
サ
ー
ビ

ス
の
導
入
推
進
を
図
る
と
さ

れ
て
い
る
が
、
費
用
面
で
通
常
の

書
籍
よ
り
も
高
額
に
な
る
と
い
う

課
題
も
あ
る
。
ま
た
現
在
、
移
動

図
書
館
ぶ
っ
く
ん
が
あ
る
が
、
そ

の
役
割
が
電
子
図
書
館
に
変
わ
っ

て
い
く
と
も
考
え
ら
れ
る
。
今
後

の
運
営
に
つ
い
て
考
え
を
伺
う
。

　
　
電
子
図
書
館
の
効
果
や
留
意

す
る
点
に
つ
い
て
調
査
・
研

究
す
る
な
ど
、
サ
ー
ビ
ス
導
入
の

可
否
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。

将
来
的
に
は
電
子
図
書
館
が
移
動

図
書
館
の
代
替
に
な
り
得
る
と
考

え
ら
れ
る
が
、
現
時
点
で
は
利
用

者
層
が
高
齢
の
方
が
多
く
、
紙
の

本
を
好
ま
れ
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
の

利
用
率
が
低
い
傾

向
に
あ
る
。
ニ
ー

ズ
を
見
極
め
な
が

ら
、
導
入
の
可
否

に
つ
い
て
判
断
し

て
い
き
た
い
。

●
そ
の
他
の
質
問

○ 

地
域
金
融
行
政
に
つ
い
て

問答

市民クラブ
野村 雄太郎

教育 “行かなくてもいい”電子図書館を選択肢に

　
　
町
屋
が
解
体
さ
れ
る
な
ど
特

定
地
域
に
お
け
る
ま
ち
な
み

も
変
化
す
る
中
、
県
道
山
口
旭
線

の
国
道
９
号
よ
り
南
側
い
わ
ゆ
る

〝
竪
小
路
筋
〞
に
つ
い
て
、
今
ま
さ

に
整
備
す
る
時
期
に
き
て
い
る
。

市
道
に
移
管
を
受
け
本
市
で
整
備

す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
市
の
考
え

と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
感
を
伺
う
。

　
　

現
在
、
大
殿
大
路
・
竪
小
路

周
辺
で
は
景
観
形
成
重
点
地

区
指
定
の
地
元
調
整
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
県
道
山
口
旭
線
の
修
景

整
備
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
県
へ

強
く
要
望
す
る
。
特
定
地
域
全
体

の
道
路
整
備
は
県
と
市
の
役
割
分

担
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、
よ
り

良
い
整
備
と
な
る
よ
う
協
議
を
進

め
、
早
い
時
期
に
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
つ
い
て
も
明
ら
か
に
し
て
い
く
。

問答

県都創生山口
倉増 賢治

都市 大内文化特定地域のまちなみを守り、生かす！

山口市都市核づくりビジョンに描
かれた〝竪小路筋〟イメージ図

やまぐち「まちの
福祉相談室」

（市公式ウェブサイト）
お気軽に

ご相談ください
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安
倍
元
総
理
大
臣
に
対
す
る

市
長
の
評
価
を
問
う
。

　
　
憲
政
史
上
最
長
の
内
閣
総
理

大
臣
在
任
中
に
、
国
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
確
か
な
功
績
を
残
さ

れ
、
国
内
外
の
評
価
も
極
め
て
高

い
も
の
が
あ
る
。
国
全
体
は
も
ち

ろ
ん
、
山
口
市
の
発
展
に
も
多
大

な
る
貢
献
を
い
た
だ
い
た
も
の
と

認
識
し
て
い
る
。

安全
サ
ル
被
害(

小
郡)

に
つ
い

て

　
　
市
の
対
策
不
足
を
謙
虚
に
反

省
し
て
、
被
害
者
の
皆
様
に

お
見
舞
金
を
出
し
た
ら
ど
う
か
。

　
　

見
舞
金
の
支
給
に
つ
い
て
、

現
時
点
で
は
考
え
て
い
な

い
。

●
そ
の
他
の
質
問

○ 

地
籍
調
査
に
つ
い
て

○ 

道
路
環
境
（
美
化
）
に
つ
い
て

問答問答

高志会
有田　敦

行政 安倍晋三元総理大臣の国葬、県民葬の実施

　
　
様
々
な
事
業
体
で
長
引
く
コ

ロ
ナ
禍
、
物
価
上
昇
の
影
響

が
現
れ
て
く
る
恐
れ
が
あ
る
が
、

経
済
対
策
に
つ
い
て
市
の
考
え
は
。

　
　
実
情
に
対
応
し
た
本
市
独
自

の
支
援
策
を
切
れ
目
な
く
実

施
し
て
き
た
。
今
後
も
国
、
県
等

の
支
援
策
も
踏
ま
え
、
関
係
団
体

や
事
業
者
の
生
の
声
を
聴
き
な
が

ら
、
き
め
細
や
か
な
本
市
独
自
の

支
援
を
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
実

施
し
て
い
く
。

　
　

第
一
次
産
業
に
対
し
て
の

様
々
な
支
援
策
は
感
謝
し
て

い
る
が
、
農
業
従
事
者
が
農
地
・

農
業
を
守
っ
て
い
こ
う
と
思
え
る

本
市
の
施
策
は
。

　
　
原
油
価
格
や
肥
料
代
等
の
物

価
高
騰
に
つ
い
て
は
今
後
の

価
格
や
農
業
者
へ
の
影
響
を
注
視

し
、
国
や
県
等
の
支
援
策
も
踏
ま

え
つ
つ
、
必
要

に
応
じ
て
今
年

度
ま
た
は
令
和

5
年
度
予
算
に

お
け
る
支
援
策

を
検
討
し
た
い
。

問答問答

県都創生山口
瀧川 勉

経済 コロナ禍、物価上昇対策、農業支援策

　
　
原
油
高
や
急
激
な
円
安
に
よ

る
生
産
資
材
費
の
高
騰
は
、

自
ら
売
価
を
決
め
ら
れ
な
い
農
業

者
の
所
得
を
減
少
さ
せ
る
。
先
行

き
が
見
え
な
い
状
況
に
あ
る
中
、

農
業
者
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
本

市
独
自
の
支
援
に
係
る
算
定
基
準

が
必
要
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

　
　
経
済
対
策
第
12
弾
拡
充
版
で

農
業
者
へ
の
支
援
を
行
っ
た
。

こ
の
た
び
は
県
事
業
と
一
体
と

な
っ
た
支
援
を
行
う
こ
と
で
、
手

続
き
の
簡
略
化
を
図
り
、
農
業
者

の
負
担
軽
減
が
可
能
と
な
っ
た
。

本
市
と
し
て
は
、
地
域
経
済
を
支

え
る
農
業
の
持
続
的
な
推
進
に
向

け
、
肥
料
の
価
格
動
向
等
を
見
据

え
た
水
稲
裏
作
の
費
用
負
担
等
、

実
態
に
即
し
た
対
応
を
検
討
し
て

い
く
。
今
後
、
国
の
動
向
も
踏
ま

え
な
が
ら
、
ま
ず
は
本
市
に
合
う

支
援
策
の
検
討
を
進
め
、
そ
の
中

で
農
家
の
方
に
安
心
い
た
だ
け
る

基
準
を
見

つ
け
て
い

き
た
い
。

問答

県都創生山口
野島 義正

農業 生産資材高騰に対する農業者支援は　

　
　
阿
東
地
域
で
は
携
帯
の
電
波

が
届
か
な
い
場
所
が
あ
る
。

地
域
独
自
の
電
波
を
導
入
す
れ
ば

携
帯
電
話
以
外
に
も
使
用
で
き
、

様
々
な
課
題
解
決
に
つ
な
が
る
可

能
性
が
あ
る
。
例
え
ば
、
自
動
草

刈
り
ロ
ボ
ッ
ト
の
稼
働
で
日
々
の

生
活
は
楽
に
な
る
が
、
い
か
が
か
。

　
　

農
山
村
の
情
報
通
信
基
盤

（
光
回
線
や
５
Ｇ
）
の
整
備

は
、
国
や
県
に
要
望
し
て
い
る
。

阿
東
地
域
で
は
、
熱
心
に
地
域
活

動
を
行
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
事
業
者
が

主
体
と
な
り
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用

し
た
先
駆
的
な
取
組
が
行
わ
れ
て
お

り
、
通
信
環

境
整
備
や
通

信
技
術
の
導

入
が
必
要
に

な
る
場
合
も

あ
る
。
目
的

や
費
用
等
を

比
較
し
検
討

す
る
。

●
そ
の
他
の
質
問

▼ 

哲
学
カ
フ
ェ
の
実
施

問答

最燃焼
安河内 淳朗

都市「地域のでんぱ」で、自動草刈りロボット始動！

県民葬、山口市内の献花台

阿東地域で働く、草刈りロボット
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市
内
の
自
治
会
加
入
率
が
減

少
し
て
い
る
。
市
と
し
て
、

今
後
、
ど
の
よ
う
な
加
入
促
進
策

を
と
ら
れ
る
の
か
伺
う
。

　
　
自
治
会
へ
の
未
加
入
者
増
加

の
理
由
の
一
つ
に
、
自
治
会

の
負
担
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
市
と
し
て
は
、

自
治
会
役
員
、
地
域
住
民
の
皆
様

が
、
よ
り
自
治
会
活
動
に
集
中
し

や
す
い
環
境
と
な
る
よ
う
、
市
か

ら
の
依
頼
事
項
に
つ
い
て
、
過
度

の
負
担
と
な
ら
な
い
よ
う
に
内
容

の
精
査
や
時
期
等
の
調
整
に
努
め

る
。
ま
た
、
新
た
に
、
集
合
住
宅

に
お
住
ま
い
で
自
治
会
に
未
加
入

の
方
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

や
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
、
そ
の

意
見
を
参
考
に
、
不
足
し
て
い
る

取
組
や
改
善
策
を
検
討
し
て
い

く
。 問答

未来志行山口
泉 裕樹

協働 市民活動の充実

　
　
高
額
療
養
費
の
支
給
申
請
の

勧
奨
は
、
４
か
月
毎
、
い
ず

れ
か
の
月
の
超
過
額
が
５
千
円
以

上
と
な
り
、
申
請
書
未
提
出
の
世

帯
に
の
み
通
知
を
し
て
い
る
。
県

下
他
市
町
と
比
べ
、
本
市
の
サ
ー

ビ
ス
が
一
番
悪
い
。
４
千
円
超
過

の
月
が
２
回
で
８
千
円
を
払
い
過

ぎ
て
も
、
市
か
ら
通
知
は
来
な
い
。

物
価
高
で
市
民
生
活
が
大
変
な
折
、

今
す
ぐ
改
善
す
べ
き
だ
。

　
　

シ
ス
テ
ム
上
、
職
員
の
手
作

業
が
必
要
で
あ
り
、
対
応
に

限
界
が
あ
る
。
す
ぐ
に
対
応
す
る

こ
と
は
困
難
だ
が
、
シ
ス
テ
ム
改

修
や
事
務
処
理
の
見
直
し
の
中
で

検
討
し
た
い
。

高
額
療
養
費

制
度
の
周
知

に
努
め
、
申

請
漏
れ
が
な

い
よ
う
引
き

続
き
取
り
組

ん
で
い
く
。

●
そ
の
他
の
質
問

○ 

教
育
委
員
会
に
よ
る
半
旗
掲
揚

の
通
知
に
つ
い
て

問答

日本共産党
尾上 頼子

医療 払い過ぎ医療費を対象者全員に知らせよ

　
　
コ
ロ
ナ
禍
で
糖
尿
病
の
重
症

化
リ
ス
ク
が
注
目
さ
れ
て
い

る
。
重
症
化
予
防
の
取
組
と
し
て
、

レ
セ
プ
ト
保
存
期
間
で
あ
る
５
年

間
を
対
象
に
糖
尿
病
治
療
中
断
者

に
対
し
て
受
診
勧
奨
を
す
べ
き
と

考
え
る
が
、
所
見
を
伺
う
。

　
　

本
市
国
民
健
康
保
険
で
は
、

糖
尿
病
性
腎
症
重
症
化
予
防

事
業
、
検
診
異
常
値
放
置
者
へ
の

受
診
勧
奨
、
糖
尿
病
治
療
中
断
者

へ
の
受
診
勧
奨
を
行
っ
て
い
る
。

議
員
提
案
の
治
療
中
断
者
へ
の
勧

奨
対
象
期
間
を
５
年
間
に
拡
大
す

る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
勧
奨
回
数

が
増
加
し
、

受
診
率
の
向

上
が
期
待
さ

れ
る
の
で
、

そ
の
よ
う
に

対
応
で
き
な

い
か
検
討
し

た
い
。

●
そ
の
他
の
質
問

　
▼
が
ん
検
診
受
診
率

○ 

デ
ジ
タ
ル
行
政
の
推
進

○ 

小
中
一
貫
教
育

○ 

湯
田
温
泉
の
価
値
を
創
造
す
る

こ
と

問答

公明党
其原 義信

健康 受診勧奨で糖尿病重症化予防を！

　
　
平
成
28
年
の
児
童
福
祉
法
改

正
で
、
社
会
的
養
護
が
必
要

な
児
童
に
は
、
家
庭
と
同
様
の
環

境
下
で
の
養
育
の
推
進
が
掲
げ
ら

れ
た
。
里
親
委
託
率
の
向
上
が
求

め
ら
れ
る
中
、
里
親
を
拠
点
の

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
一
角
に
位

置
づ
け
、
活
用
さ
れ
て
は
ど
う
か
。

　
　
子※

育
て
支
援
短
期
利
用
事
業

に
お
い
て
里
親
活
用
を
推
進

す
る
こ
と
で
、
里
親
家
庭
の
理
解

促
進
と
里
親
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
等

が
期
待
さ
れ
る
。
ま
た
、
子
ど
も

に
と
っ
て
も
急
激
な
養
育
環
境
の

変
化
が
少
な
く
家
庭
的
な
養
育
環

境
の
中
で
支
援
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
等
メ
リ
ッ
ト
は
大
き
く
、

県
も
社
会
的
養
育
を
推
進
し
て
い

る
。
本
市
で
も
積

極
的
に
里
親
活
用

を
進
め
、
当
該
事

業
の
み
な
ら
ず
、

拠
点
と
連
携
し
た

地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
機
関
と
し
て
、

里
親
の
支
援
と
協

力
を
得
な
が
ら
子

育
て
支
援
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

問答

未来志行山口
坂井 芳浩

子育て「子ども家庭総合支援拠点」での里親の活用推進

※子育て支援短期利用事業
保護者の病気等その他の理由により家庭において
一時的に児童を養育することが困難になった場合に、
児童福祉施設等において児童をお預かりする事業

自治会も運営の核となる地域の
おまつり
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議会からのお知らせ議会からのお知らせ 視察報告
くわしくは、市議会ホームページに
掲載しています。

７/22  総務委員会

　
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
へ
の
新
た
な
支

援
策
、
支
援
の
拡
充
に
つ
い

て
の
認
識
を
伺
う
。

　
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
は
じ
め
と
し

た
市
民
活
動
団
体
は
、
各
団

体
が
持
つ
専
門
性
や
知
見
を
生
か

し
、
個
人
や
家
族
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
範
囲
だ
け
で
は
解
決
が
難
し

い
問
題
に
寄
り
添
い
な
が
ら
解
決

を
目
指
す
協
働
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で

も
あ
る
。
本
市
で
は
市
民
活
動
団

体
を
支
援
す
る
市
民
活
動
支
援
セ

ン
タ
ー
さ
ぽ
ら
ん
て
を
設
置
し
、

中
間
支
援
組
織
と
し
て
活
動
支
援

を
し
て
い
る
。
必
要
な
支
援
に
つ

い
て
、
今
後
も
機
会
を
通
じ
て
各

団
体
か
ら
の
声
に
耳
を
傾
け
、
本

市
の
事
業
発
注
情
報
や
活
動
資
金

の
調
達
方
法
等
運
営
支
援
に
資
す

る
情
報
を
積
極
的
に
案
内
し
た

い
。
ま
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
自
助

努
力
を
越
え
た
範
囲
に
お
け
る
支

援
の
在
り
方

に
つ
い
て

は
、
他
市
の

状
況
も
参
考

に
検
討
し
て

い
き
た
い
。

問答

公明党
山本敏昭

協働 社会ニーズに対応するＮＰＯ法人への支援策

市民の安全安心を守るために
～山口市消防本部の取組～

●消防本部にて
救急業務における感染
症対策、高規格救急自
動車、ドクターカーの
運用、通信指令業務の
共同運用に向けた進捗
状況等について確認し
ました。

●小郡訓練場にて
消防活動用重機とドローン
の活用法を視察しました。

装備の充実と隊員の不断
の努力により、効果的に運
用されていることが確認で
きました。

消防用監視カメラの映像確認 消防活動用重機の移動実技

市内で学ぶ

７/26〜28 議会運営委員会

文書質問制度を中心とした議会改革の取組について
●千葉県千葉市　　●東京都足立区　　●東京都新宿区
文書質問の制度化に向けた検討の参考とするため行政視察を行いま
した。各議会の事例を今後の議会改革の取組に生かしていきます。

先進地に学ぶ

８/１〜２ 教育民生委員会 共生社会実現への取組について
●大分県別府市　　●社会福祉法人　太陽の家
●ＮＰＯ法人　自立支援センターおおいた
合理的配慮の促進や障がい者雇用の推進に係る取組、障がいへの差別解
消に係る取組、条例制定の経緯や背景等具体的な事例をはじめ、取組の
最前線で活躍される当事者の方の御意見をお伺いすることができました。
本市において共生社会の実現を目指す取組を促進する上で大変参考とな
る有意義な行政視察となりました。
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●27日 市議会だより等編集委員会
  （以下「編集委員会」）

● 11日 会派代表者会議、編集委員会
● 12日 全国市議会議長会基地協議会　第103回

理事会
●20日 全国市議会議長会基地協議会　中国・四国

部会定期総会（～２１日）
● 21日 編集委員会
● 22日 総務常任委員会管内視察
● 26日 議会運営委員会行政視察（～２８日）
● 29日 山口県市議会議員研修会

● 1日 教育民生常任委員会行政視察（～２日）
● 8日 会派代表者会議
● 29日 議会運営協議会、執行部説明会

● 5日 議会運営委員会
　　　　第４回定例会初日（～１０月６日最終日）
● 6日 議会運営委員会
●12日 編集委員会、広報広聴委員会
● 15日 議会運営委員会

● 5日 山口県市議会議長会臨時総会
● 6日 議会運営委員会

全国各地から行政視察にお越しいただきました。
■受け入れ団体（７月～８月）6団体
　  ７月１４日 栃木県小山市議会
　  ７月２１日 愛媛県西条市議会
　  ７月２８日 静岡県浜松市議会
　  ８月  ３日 愛知県豊橋市議会
　  ８月  ４日 千葉県野田市議会
　  ８月１６日 北海道旭川市議会

行政視察を通じ、本市の取組や魅力をＰＲしていきます。

やまぐち市議会だよりは再生紙を使用しています。
処分する際は、「新聞紙」として古紙類の分別収集に出しましょう。

議会の主な動き

次号は２月１日です

委員長　大田たける　　副委員長　野村雄太郎
委　員　大來尚順・鳥養祐矢・米本太郎・倉増賢治
　　　　野島義正・栗林　正・植野伸一・有田　敦
　　　　山本浩二・安河内淳朗

市議会だより等編集委員会

おいでませ山口へ（行政視察の受け入れ）

次回定例会日程のお知らせ
（予定）

11/27 28 29 30 12/1 2 3 

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

日 月 火 水 木 金 土

本会議
（初日）
10：00～

本会議終了後
予算決算
委員会

予算決算
委員会
10：00～

教育民生
委員会
生活環境
委員会
10：00～

総　務
委員会
農林建設
委員会
10：00～

会議日 は傍聴ができます。

陳情の受付…11/16（水）まで　請願の受付…11/22（火）まで

本会議
10：00～
（一般質問・質疑）

本会議
（最終日）
10：00～

議会や市議会だより、ホームページ等をご覧になった
ご感想やご意見をお寄せください。
住　所： 〒753-8650 山口市亀山町２番１号
電　話：083-934-2854 ／ FAX：083-934-2658
メール：gikai@city.yamaguchi.lg.jp
あて先：山口市議会事務局 「議会の感想」 宛て

ご感想をお寄せください

●山口市議会ホームページ
http://www.city.
yamaguchi.lg.jp/site/gikai/

●インターネット録画中継
https://cstream.c-able.
ne.jp/yamaguchi-gikai/m/

議会の内容をウェブでご覧いただけます

１０月

　国宝「瑠璃光寺五重塔」に新たに整備された防火施設
による放水試験のようすです。五重塔を火災等の災害か
ら守り、大内文化とその優雅な姿を後世へつなげます。

【表紙写真】

10：00～17：00
ケーブルで生中継

編　集　後　記
　やまぐち市議会だよりは、市民の皆さんに、より分かりやす
い内容となるよう、編集委員全員で議論し作成しています。リ
ニューアルした市議会ホームページもぜひご覧ください。市政
をもっと身近に感じていただけるよう、ご意見もお待ちしてい
ます。（野村）

６月

７月

８月

９月

やまぐち市議会だより　2022.11 16


